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③

④

⑤
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＊1） 試験終了後１週間以内にリ
    ハビリテーション科学課へ
    提出

無 無 ＊2） 試験日２日前までに手続き
    を完了 1科目2,000円

＊3） 試験日２日前までに手続き
   を完了 無料（欠席理由が

欠席 欠席    正当と認められなかった場
   合は、受付られません）

＊4） 評点は60点（評価は「可」）
＊5） 定期試験時の評点
＊6） 評点は0点

修得

履修登録（各学期の始めに手続きを完了）

授業出席率 70％以上 70％未満

定期試験 受  験 欠  席

成績評価・ 合格 不合格
試験欠席届の提出 ＊1

失 格
試験欠席届 有 無

（pp.20~21）

追試験・再試験 再試験受験手続き ＊2 追試験受験手続き ＊3
受験手続き 有 有

履修無効

追試験・再試験
再試験 追試験

受験 受験

成績評価
合格

不

合
格

合格

不

合
格

単位修得
単位 （「授業計画（シラバス）」）

単位未修得 単位未修得

＊ 4 ＊ 5 ＊ 6
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①

②

③

④

⑤

 

授業を受け直します。

合格 不合格

単位修得 単位未修得

単位修得までの流れは、
通常の授業と同じです。

単位修得へ

前年度未修得科目

必修科目 選択科目

単位を修得したい場合は、

仮進級者試験 再履修
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4年間の履修の流れ

 保健・医療・福祉の理解  多職種連携の理解
全学部が共通で学ぶ｢全学教育科目｣で、保健･医療･福祉に関する幅
広い分野を学びます。

 医療コミュニケーション
医療人として必要とされる基本的なコミュニケーション能力を身に
つけます。 ます。

 人体の機能と構造  病気と障害の理解
｢内科学｣｢神経学｣｢小児科学｣などの分野ごとに、さまざまな病気や
障害の特徴などを学びます。

めます。

 リハビリテーションの基礎  理学療法の検査・測定法  理学療法の計画と実践  地域医療と理学療法

容などを学びます。 的に学びます。 学びます。 学びます。

 臨床実習Ⅰ

る意欲を高めます。 ます。

 ※OSCE (Objective Structured Clinical Examination：客観的臨床能力試験､通称｢オスキー｣と呼ばれます｡)
  ｢オスキー｣とは､検査技能や患者さんとの接し方を評価する実技テストのことです。

1年次 2年次 3年次 4年次

医
療
人
と
し
て
の
教
養

1･2年次で身につけた保健･医
療･福祉に関する幅広い知識や
コミュニケーション能力に基づ
いて､他学部他学科の学生との
ディスカッションなどを経験し

基
礎
科
目

｢生理学｣｢解剖学｣など人体の
機能と構造に関する理解を深

専
門
科
目

リハビリテーションの基本的概

害の分類､理学療法の基礎的内

さまざまな病気や障害の理解に 障害がありながら地域社会 で生
念や歴史的背景､さまざまな障 吸機能など､身体機能を検査･ 基づいて､理学療法計画の立案 活する方々への支援をめざし､在

筋力､関節可動域､平衡機能､呼

や実際のアプローチを実践的に 宅医療や保健分野などにつ いて

臨
床
実
習

入学後の早い段階から､実際の
医療機関や保健･福祉施設など
を見学し､その後の学習に対す

測定するさまざまな方法を実践

医療コミュニケーション

保健・医療・福祉の理解

人体の機能と構造 病気と障害の理解

リハビリテーションの基礎 作業療法の検査・測定

臨床見学

作業療法の計画と実践 地域医療と作業療法

全学部が共通で学ぶ｢全学教育科目｣で、保健･医療･福祉に関する
幅広い分野を学びます。

医療人として必要とされる基本的なコミュニケーション能力を身に
つけます。

｢生理学｣｢解剖学｣など人体の
機能と構造に関する理解を深
めます。

｢内科学｣｢神経学｣｢小児科学｣などの分野ごとに、さまざまな病気や
障害の特徴などを学びます。

リハビリテーションの基本的概
念や歴史的背景､さまざまな障
害の分類､作業療法の基礎的内
容などを学びます。

入学後の早い段階から、実際の
医療機関や保健・福祉施設など
を見学し、作業療法の概要と役
割などを学びます。

身体機能･精神機能やその人を
とりまく環境など､さまざまな要
因を検査･測定する方法を学び
ます。

さまざまな病気や障害の理解に
基づいて､作業療法計画の立案
や実際のアプローチを実践的に
学びます。

障害がありながら､地域社会で生豊
かな生活が送れるよう､地域生活
支援や就業援助などについて学
びます。

多職種連携の理

1･2年次で身につけた保健･医
療･福祉に関する幅広い知識や
コミュニケーション能力に基づ
いて､他学部他学科の学生との
ディスカッションなどを経験し
ます。

総合臨床実習２

その人にとって重要な作
業をとり入れたアプローチ
を経験するために､9週間
の⾧期実習に臨みます。

※

OSCE※

OSCE

検査・測定実習

様々な検査･測定法に
関する知識と技術に基
づいて4週間の実習に
臨みます。

作業療法全般への理解
に基づいて､9週間の⾧
期実習に臨みます。

総合臨床実習１

地域実習

地域の施設での実践を体
験することを目的に2週間
の実習に挑みます。

※

OSCE
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②

③

④

⑤

⑥
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無

無

無 無

欠席 欠席

合格 不合格 合格 不合格

① ② ③ ③ ④ ④ ⑤ ⑤ ⑤

修得

成績評価 履修無効

単位 修得 未修得 未修得

受験手続き 有 有

再試験・追試験
再試験 追試験

受験 受験

正当な欠席理由

有

再試験・追試験 再試験受験手続き ※2 追試験受験手続き ※3

成績評価・
合格 不合格

試験欠席届の提出 ※1
失格

試験欠席届 有

履 修 登 録（各学期の始めに手続きを完了）

授業出席率 70％以上 70％未満

定期試験 受験 欠席
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授業を受け直します。

合格 不合格

単位修得 単位未修得

単位修得までの流れは、
通常の授業と同じです。

単位修得へ

前年度未修得科目

必修科目 選択科目

単位を修得したい場合は、

仮進級者試験 再履修
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カリキュラムツリー

1
E

文章指導（文章指
導）

1
E
人間と思想（科学技術

社会と倫理）
1
L
人間と思想（生命倫理

学入門）
1
L
人の体を学ぶ（臨床解
剖疾病学Ⅰ）

1
E 英語Ⅱ（英語Ａ）

1
L
人の体を学ぶ（臨床解
剖疾病学Ⅱ）

1
L

英語Ⅱ（英語Ｂ）
2
E
人の体を学ぶ（臨床解
剖疾病学Ⅲ）

1
E
健康・運動科学（運動

科学論）
2
E
人の体を学ぶ（臨床解
剖疾病学Ⅳ）

E 医療情報科学 E 食品衛生学 E 看護学原論 A 地域共生社会演習Ⅰ L 学習・言語心理学Ⅰ

1
L
健康・運動科学演習
（運動科学演習）

2
L
人の体を学ぶ（臨床解
剖疾病学Ⅴ）

A 歯学概論 L 健康食品学 E 地域在宅看護学 E
アダプテッド・スポーツ演

習
L 学習・言語心理学Ⅱ

1
L

情報科学（情報科
学）

1
E 心理学概論 A 組織学・発生学 L 環境衛生学 L 成人看護学 E 理学療法概論 E 知覚・認知心理学

1
E
情報処理演習（情報
処理演習Ⅰ）

1
L 臨床心理学概論 A 病理学・口腔病理学 E 毒性影響と評価 E 老年看護学 E 音楽療法 L 感情・人格心理学Ⅰ

1
E
情報処理演習（情報
処理演習Ⅱ）

2
L 健康・医療心理学Ⅰ E 臨床口腔病理学 E 公衆衛生学Ⅰ L 小児看護学 E

レクリエーションスポーツマ
ネジメント

E 感情・人格心理学Ⅱ

1
E

統計学（基礎統計
学）

1
E 社会福祉概論 E 臨床画像解析学 L 公衆衛生学Ⅱ E 母性看護学 L 障害者福祉論 L 教育・学校心理学Ⅰ

1
E

生物学（基礎生物
学）

1
E リハビリテーション概論 A 歯科放射線学Ⅱ E 医療概論 L 精神看護学 E ソーシャルワーク論Ⅰ L 教育・学校心理学Ⅱ

1
E

生物学（基礎生理
学）

2
E 障がい者当事者論 L 調剤学 L 臨床心理学 L

保健医療福祉制度と看
護

L ソーシャルワーク論Ⅱ L 司法・犯罪心理学

1
E 法学（法学概論）

1
E 臨床検査学 L 医薬品情報学 L ヘルスプロモーション論 L 看護技術論 E 福祉と当事者のリアルⅠ E 心理学研究法

1
L 法学（日本国憲法）

2
E 医用工学概論 E 実務薬学 A 社会保障論 E 看護技術各論Ⅰ L 児童福祉論 L 心理学統計法Ⅰ

1
L

人類学（文化人類
学）

L 薬剤疫学 E 公的扶助論 L 看護技術各論Ⅱ E
スクールソーシャルワーク

論
E 心理学統計法Ⅱ

2
E

人類学（医療人類
学）

E 地域医療学 E
公衆衛生学（薬学

部）
L 在宅看護学各論 L 発達心理学Ⅱ E 心理情報処理

1
E
多職種連携（多職種

連携入門）
L 薬用植物学 L

公衆衛生学（歯学
部）

L キャリア開発論Ⅰ E 認知症ケア論 L
社会・集団・家族心理

学Ⅰ
3
E
多職種連携（多職種

連携演習）
E 生薬学 L

公衆衛生学（心理科
学部）

E 看護倫理 E 家族療法 L 産業・組織心理学

4
E

多職種連携（全学連
携地域包括ケア実践演

習）
E 漢方薬学概論 L

公衆衛生学（リハビリ
テーション科学部）

E がん看護学 E マーケティング論 L 労働安全衛生論

1
E
地域連携（地域ボラン

ティア論）
L 社会歯科学 L

セルフマネジメント支援
論

L マネジメント論 L 行動経済学

2
E
医療倫理（医療倫理

学）
E 医療推計学 E クリティカルケア論 E

権利擁護・成年後見制
度論

E 障害者・障害児心理学

E ヘルスエコノミクス L セーフティマネジメント論 E リハビリテーション論 L 福祉心理学

E レギュラトリーサイエンス E 看護管理論 E 高齢者福祉論 E 健康・医療心理学Ⅱ

E 臨床検査管理学Ⅰ L 認知症と生活支援 E 心理学的支援法Ⅰ

E 臨床検査管理学Ⅱ L 心理学的支援法Ⅱ

E 前期開講 E 発達心理学Ⅰ

L 後期開講 E 小児科学

A 通年開講 E 精神疾患とその治療

E 数理・アルゴリズム L
ニューラルネットワーク基

礎
E
医療データサイエンス入

門Ⅰ
L
医療データサイエンス入

門Ⅱ
E AIプロジェクト基礎 L マルチモーダル生成AI A 卒業研究Ⅱ

E プログラミング演習 L
ニューラルネットワーク演

習
E
畳み込みニューラルネット

ワーク基礎
L データ・テキスト生成AI E 医療AIプロジェクト演習 L

ローカル生成AI構築演
習

E データサイエンス実習 L
ニューラルネットワークプロ

ジェクト実習
E 画像認識演習 L クラウド生成AI演習 A

E
画像認識プロジェクト実

習
L
生成AI活用プロジェクト

実習
A

L
ロボットプログラミング実

習
L 卒業研究Ⅰ

データサイエンス・AIプロジェクト実習

データ駆動型プロジェクト実習（インターンシップ）

３年後期 ４年前・後期

実社会で力を試す
医療をフィールドとした
課題解決ができる

３年前期

プログラミングで課題解
決する瞬発力を付ける

基本的なAIを自分で作
れる

AIで画像認識・ロボティ
クスができる

医療のフィールドで
AIを応用できる

生成AIなどの
先端技術を応用できる

基幹教育科目

１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期

※医療系専門教育科目はすべて２年・３年の開講（E/L/Aのみ指定）

高い倫理観、多様な文化と価値観を学ぶ 　全学共通教育科目（主に、１年前期・１年後期開講）

人の心と体を学ぶことで、臨床の基礎知識を修得するとともに、AIの根幹を知る 医療系基礎教育科目（主に、１年後期から２年後期開講）

多様な医療のフィールドにおけるケーススタディを通じて、実践的な課題を発見する 医療系専門教育科目

医療DX 保健DX 看護DX 福祉DX 心理DX

３年後期１年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 ３年前期
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